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研究成果の概要（和文）：心不全患者の予後の改善には増悪予防への自己管理支援が重要となる。本研究は、慢
性心不全患者の地域性を重視した自己管理支援プログラムを開発することを目的とした。全国の循環器診療施設
を対象とした質問紙調査では、患者情報に地域差は認められなかったが、看護師が患者教育を実施において地域
特性が示された。また面接調査では、教育内容における地域性への対応が必要な項目と患者の居住地域の特徴を
踏まえた生活状況を理解し、患者と十分に対話を行う必要性が示された。以上の結果をもとに、都市地域、農山
漁村地域の生活状況の特徴を踏まえた自己管理支援プログラムを開発した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to develop a community-based self-management support 
program for patients with chronic heart failure. A nationwide questionnaire survey of cardiovascular
 care facilities showed no regional differences in patient information. However, regional 
characteristics were indicated in patient education items provided by nurses. An interview survey 
revealed the need for education based on regional characteristics. Using these results, we developed
 a self-management support program based on regional characteristics for patients with chronic heart
 failure.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
慢性心不全の発症・増悪予防にむけて地域性を重視した自己管理支援プログラムは報告されておらず、本プログ
ラムの開発により、生活により沿った教育内容の展開を図っていくことが可能となる。今後の地域への健康教
育、在宅支援にもつながり、患者のQOL向上に寄与するものと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
循環器疾患の終末像である心不全患者の生命予後は不良であり、予後の改善には増悪予防へ
の自己管理支援が重要となる。看護職は患者の生活状況を把握して増悪要因を防ぐよう自己管
理教育を行っていくことが求められるが、慢性心不全患者の症状は一定ではなく、症状の自覚
が乏しい場合も多く、患者の生活や日々の変化をとらえた、対象の生活にそった再調整を行っ
ていくことが重要となる。居住地域の生活の特徴が自己管理に大きな影響を及ぼしていること
が示唆されるが、都市地域と農山漁村地域では生活状況が大きく異なっており、さらに社会的
な要因においても、農山漁村地域では生活上の困難に医療機関の少なさがあげられ慢性心不全
の発症・増悪予防には、地域性を踏まえた自己管理支援を行っていくことが重要である。 
地域性を重視した慢性心不全の発症・増悪予防の自己管理教育プログラムは報告されておらず、
本プログラムにより、患者の増悪因子の自覚を促し、異常の早期発見や患者個々の生活に寄り
添った具体的な教育が可能となる。また慢性心不全患者は、抑うつなどの心理面や社会面での
問題が起こりやすく、地域で育まれた生活を重視した自己管理教育は、精神面の向上や生きが
いにつながると考える。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、慢性心不全の発症・増悪予防に向けて、都市地域、農山漁村地域の地域性を
重視した自己管理支援プログラムを開発し検証する。 
 
３． 研究の方法 
（1） 慢性心不全発症・増悪のリスク因子と、都市地域と農山漁村地域の生活状況との関連 
性を検討するために、循環器診療施設を対象にした質問紙調査、ならびに慢性心不全患者、
自己管理教育に携わる看護師の面接調査を実施した。 
（2） 都市地域、農山漁村地域の地域性を重視した慢性心不全発症・増悪予防の自己管理支
援プログラムの策定を行った。 
（3） 地域性を重視した慢性心不全発症・増悪予防の自己管理支援プログラムの実施可能性
について検証した。 
 
４．研究結果 
全国の循環器診療施設を対象とした慢性心不全患者の自己管理教育状況の質問紙調査を実施
した。日本循環器学会ホームページで掲載されている循環器研修施設、研修関連施設を対象と
し、慢性心不全患者の自己管理教育を担当している看護師に無記名質問紙調査を実施した。都
市地域、農山漁村地域にある診療施設を抽出し、慢性心不全患者の自己管理教育状況の無記名
質問紙調査を郵送法にて実施した。協力施設を総務省統計局(2010)の平成 22 年度国勢調査の分
類を参考にし、第 1 次産業人口割合により、①都市地域、②準都市地域、③準農山漁村地域、
④農山漁村地域に分類し、調査内容は、慢性心不全のACC,AHAステージB、ステージCにある患
者の増悪因子、日常生活、生活習慣、社会生活、心理面、自己管理への教育内容、教育方法、
自己管理継続への対応、教育における課題等について調査項目を設定し、群間での比較を行っ
た。 
1361 施設の循環器関連病棟の看護管理者(看護師長等)に送付し、448 施設の調査協力(回収率
32.9%)を得られた。 
看護師による慢性心不全患者への退院時教育を実施している施設は、377 施設(84.7%)であり、 
全地域が 80%以上の実施率であった。患者教育の実施率、教育内容・頻度、教育方法、教育内
容を考える際に考慮する患者情報に地域差はみられなかったが、看護師が患者教育を実施する
際に、考慮している地域特性に有意差がみられた。農山漁村地域が各教育項目に対し、有意に
考慮していた地域特性を表 1に示した。   
  



 

 

  
 
看護師による慢性心不全患者への退院時教育は、多職種と連携を図りながら実施しており、
看護師は患者が居住する地域特性を考慮して自己管理教育を行っているが、実際の教育内容お
よび方法には、具体的に反映されていないことが考えられた。慢性心不全患者の居住地域の生
活の特徴を重視した自己管理支援プログラムを開発し、看護師への教育および患者へプログラ
ムの提供を行う必要が示された。 
面接調査では、外来通院中の慢性心不全患者に対して、半構成的面接法を用いて、自己管理
状況と地域との関連する内容についてデータ収集を行った。自己管理状況の分析結果からは、
患者は自己管理において、自身の管理の仕方や療養の工夫を基盤として、社会的な支援を受け
つつ、増悪を予防しながら生活をしていたが、その一方で、自分自身ではコントロールできな
い状況に直面していた。教育内容における地域性への対応が必要な項目として、食事に関する
内容、環境への適応についての対処、周囲からのサポートに関する内容が抽出された。慢性心
不全患者の自己管理教育を実施している看護師への面接調査の結果からは、居住地域の特徴を
踏まえて患者とじっくりかかわり、対話を重視した関わりをもっていた。その上で患者ができ
そうなことを考える、セルフモニタリングに関する知識を提供し、言葉がけを工夫した教育を
実施していた。また退院時の支援体制を固めるために病院内外の支援者との連携を強化し、教
育に工夫を行っていた。患者の居住地域の特徴を踏まえた生活状況を理解した上で、患者と十
分に対話を行う必要性やまた高齢者が多い地域では、退院後の支援体制が重要であることが示
された。 
上記をもとに地域性としての確認項目、アドヒアランスを高める関わり、評価項目を確認し、
慢性心不全の ACC,AHA のステージ C の患者の自己管理支援を目的とし、都市地域、農山漁村地
域の生活状況の特徴を踏まえた自己管理支援プログラムを検討した。慢性心不全看護を専門と
する看護師のピアレビューにより修正を行い、評価時期と具体的質問例、地域性確認項目を設
定した。さらに、心不全患者への地域性を重視した教育への確認フォーマットとして IＣＦの
心身機能、身体構造、活動と参加、環境因子についてチェック式のアセスメント内容を設定し、
臨床施設で実際に使用されている教育フォーマットの項目と連携した使用ができるように検討
した。医療者と確認しながら行動変容の過程に基づき、患者の気づきを促す関わり方を示し、
段階的に自己管理行動が獲得できる内容として策定した。慢性心不全患者の看護経験のある看
護職にての実行可能性についてヒアリングを実施し、地域性の視点を臨床の現場の教育に反映
していくことを確認した。 
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